
    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんこんにちは。32 回目の例会です。本日は三条市教育委員会から子育て

支援課長の栗林明子様にお越しいただいております。本日は卓話を宜しくお願い

いたします。  
 

さて、先週に続いて「母子と衛生月間」のお話です。神奈川県の相模原橋本 RC

は中央アフリカのホンジュラスの RC と協力して「新生児および妊産婦死亡率の

改善(エコー受診率の向上)」を目的としてグローバル補助金の「母子の健康事業」

を 2016 年の開始から 2018 年の最終報告まで足かけ３年かけて行いました。 

補助金総額は 11万ドル（約 1,200万円）。ホンジュラスのエル・バライソ県

内３ヶ所の母子センターに超音波診断装置(エコー)を設置し、医師や看護師には

地域の基幹病院で研修を行いました。私たちがひんやりしたジェルをおなかに塗

られて脂肪肝の検査などに使われるあの機械のことです。そこの医師や看護師の

多くは初めてエコーを扱った、とあります。 

専門医の少ない地域で、看護師もエコー検査ができるようになり医師の負担が

減るなど予想以上の効果がありました。山間地の村々に小さな保健センターが点

在し、山村の妊産婦に如何にエコー検査受診の必要性を周知できるかが課題でし

た。利用されなくては意味がありません。 

エコー検査の周知を可能にしたのは、今回のこの事業で育成した山間地保健ボ

ランティアでした。ボランティア育成のために研修を実施し、彼らが妊産婦にエ

コー検査の受診を勧める啓発活動を行いました。エコー検査は民間の病院では日

本円で 2,700～4,500 円と一人当たり国民所得 25 万円ほどのこの国では大変

な高額です。山間地の妊産婦は都市部までの交通費や宿泊費、検査費などを工面

できずに、胎児の状態を把握できぬまま出産となります。そこで、民間病院の 6

分の 1程度、450円～750 円の検査費用にしました。無償としなかったので、

検査に必要な消耗品やメンテナンス費用を捻出して持続可能な運用を確保でき

るようになったのです。 

高機能の日本製機器を導入するよりも、メンテナンスや山間部の保健施設に持

参するための携帯性を重視して現地で機器を調達しました。エコー検査で子宮外

妊娠や胎児の障害、死亡といったリスクを早く発見でき、妊産婦を大きな病院へ

搬送するなど大きな成果をあげました。現地では度々停電も起きるので、当初の

計画になかった発電機も導入したそうです。このお話は「ロータリーの友」4 月

号からの引用です。 
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 48 名中 32 名  93.62％（4/10） 

 4/16  三条北ＲＣ   坂井範夫君    坂本洋司君   星野健司君 

            長谷川直哉君  内藤豊大君   吉沢栄一君 

4/18   燕ＲＣ     坂本洋司君   広岡豊樹君   加藤峰孝君 

                        阿部隆樹君   船久保孝志君 

4/19   吉田 RC    太田義人君 

田 代 君 暖かい日が続きました。夜中に布団をけりと

ばしていました。本日は教育委員会の栗林

様、卓話ありがとうございます。 
永 桶 君  子育て支援課長栗林様、三条市の子育て

支援の卓話を宜しくお願いします。 
渡辺 (和 )君 栗林課長、本日は卓話宜しくお願いしま

す。幼稚園保育園のフッ化物洗口開始、大

変喜ばしいです。 
西 巻 君 三条市教育委員会栗林様、卓話宜しくお

願いします。坂井さん、昨日は楽しい一日

でした。お世話になりました。 

馬 塲 君 栗林さんとは長いお付き合いです。今日

の卓話は期待申しております。 
坪 井 君 今日は急に初夏を思わせる天気です。教

育委員会栗林様の卓話期待しています。 
野 水 君、 銅 冶 君 

  BOXに協力します。 

加藤(一)君 ＢＯＸに御協力ありがとうございました。 

4 月 22 日  ￥8,000 

今年度累計 ￥510,000 

先々週の出席率 

 
 

◆ＲＩ2560地区事務所より 
「国際ロータリー規定審議会議事録」の送付 

2019 年 4 月 14 日～18 日米国イリノイ州シカゴ市にて開催 

※ご興味のある方は事務局までお問い合わせください 
 

永桶 俊一 幹事 

このように、発展途上国への 1,000万円を超える額の医療援助プランの場合、ロータリー財団のグローバ

ル補助金を活用する方法がベストです。多くのクラブは共同して参加することで使える財団資金も多くなり、

全体の費用に対する各クラブの負担は軽くなります。医療機器も高機能の日本製に比べ現地調達の機械だと

1 台当たりの価格も低額になり、その分、設置できる台数を増やせます。 

グローバル補助金事業を行うには、発展途上国である現地に信頼できるパートナーとなる RC の存在が不

可欠です。カンボジアに帰った米山奨学生のウーアン，ティラー君が思い浮かびました。彼が故国で事業に

成功し、現地のロータリー活用に関わるようなことになれば、当南 RC でも連携ができるようになるかなと

夢想しました。彼の成功に期待したいものです。会長挨拶を終わります。 

 

母子と衛生月間 

「三条市の子育て支援策の現状」 

出席者 

先週のメークアップ 

三条市教育委員会子育て支援課 

課長 栗林 明子 様 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 会員誕生 3 日 野崎正明君 ６日 野島廣一郎君 

  18 日 長谷川直哉君 27 日 塩入栄助君 

◆ 夫人誕生 ５日 永桶京子（俊一）さん 10 日 船久保佳子（孝志）さん 
  

27 日 阿部さおり（隆樹）さん 28 日 名古屋文枝（豊）さん 

◆ 結婚記念 2 日 船久保孝志君・佳子さん ２日 熊倉高志君・豊子さん 

  13 日 坂井範夫君・洋子さん 20 日 阿部隆樹君・さおりさん 

  23 日 草野恒輔君・恭子さん   
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＊おめでとうございます＊ 


